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	PTXTNEEDS: 持続して市民ニーズに応えられる健全財政が求められている。
	PTXTJYOUKYOU: 少子高齢社会の進展や合併による新しいまちづくりにより、財政需要が増えている。限られた財源で、市民サービスの低下を招かないよう歳出の適正化が求められている。
	PTXTGAIYOU: 財政の健全性を保ちつつ、複雑・多様化する市民ニーズに応えていくため、経常的な経費の節減や補助金制度の見直しを推進し、歳出の適正化を図るとともに限られた財源で効率的かつ効果的な財政運営を図っていく。
	PTXTTAIOUSAKU: 　市民サービスの維持・確保を図りながら、職員一人ひとりが前例にとらわれない柔軟な発想とより専門的な知識をもって行政サービスを提供することが求められる。コスト意識を念頭に、徹底した無駄と非効率の排除、事業の選択と集中による思い切った事業の見直しを図り、歳出の適正化に努める必要がある。
	PTXTHYOUKASYA: 財政課長　吉岡　和弘
	PTXTSYOZOKUCYO: 企画財政部長　新井　進
	PTXTCOMMENT: 　経常収支比率、実質公債費比率とも目標値を達成している。要因としては、まちづくり振興金造成に係る償還金の皆減によるものであるが、これらの数値は財政構造の健全性や弾力性を表す重要な指標であるので、数値を注視し適正な水準を維持できるように努めていくことが必要である。
	PTXTKENKAI: 　本市の財源不足額が拡大傾向にある中、複雑・多様化する市民ニーズへの適確な対応が求められており、財政状況は非常に厳しい状況にある。こうした中で、適正な財政規模を見極めつつ、限られた財源を有効活用し、本市が自主自立し継続的に発展できる基盤づくりを進めるためには、さらなる行財政改革に取り組み、歳出抑制・適正化に努める必要がある。
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